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 Java およびすべての Java 関連の商標およびロゴは Oracle やその関連会社の米国お
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IBM® について 
 

http://www.ibm.com/legal/copytrade.shtml
http://www.ibm.com/legal/copytrade.shtml
http://www.ibm.com/ibm/us/en/
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アジェンダ 
 

 HTTP アダプターとは 

 HTTP アダプターを使用するための準備 

 アダプターの作成 

 SOAP の使用 

– SOAP ベースのサービス要求の作成 

– サービス要求の呼び出し 

– サービスのディスカバリー 

 バックエンド・サービスのディスカバリー 

 演習 
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HTTP アダプターとは 

 Worklight® HTTP アダプターには以下の特長があります。 

– RESTful サービスおよび SOAP ベースのサービスと連携します。 

– 構造化 HTTP ソース (例えば、RSS フィード) を読み取ることがで
きます。 

– GET 要求や POST HTTP 要求の送信を可能にし、応答ヘッダーお
よび本体からデータを取得します。 

– 単純なサーバー・サイド JavaScript™ を使用して簡単にカスタマ
イズできます。 

– オプションでサーバー・サイド・フィルタリングを使用すること
ができます。 

– データは、XML、HTML、JSON、プレーン・テキストのいずれか
の形式で取得することができます。 
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HTTP アダプターを使用するための準備 
 

 XML を使用してアダプターを構成します。 

 XML を使用してアダプターのプロパティーと
プロシージャーを定義します。 

 JavaScript を使用してプロシージャーを作成
します。 

 オプション: アダプターで受け取ったレコード
とフィールドを XSL を使用してフィルターに
掛けます。 
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アダプターの作成 

 Worklight Studio で、Worklight アダ
プターを作成します。 

– アダプター・タイプとして「HTTP 

アダプター (HTTP Adapter)」を選
択します。 

– 以下のように、標準の HTTP アダ
プター構造が作成されます。 
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アダプターの作成 – 続き  
アダプター XML エディター 

 設定およびメタデータはアダプター XML ファイルに保管されます。 

 アダプター XML ファイルは、設計エディターとソース・エディターのいずれ
かを使用して変更することができます。 
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アダプターの作成 – 続き  
XML ファイル: 接続設定 

 アダプター XML ファイルを編集するには、以下のようにしてください。 

– プロトコルを HTTP または HTTPS に設定します。 

– HTTP ドメインを HTTP URL のドメイン部に設定します。 

– TCP ポートを設定します。 
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アダプターの作成 – 続き  
XML ファイル: プロシージャーの宣言 

 アダプター XML ファイルを編集します。 

 必要なプロシージャーを宣言します。 
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アダプターの作成 – 続き 
JS ファイル: プロシージャーの実装 

 プロシージャーはアダプター JavaScript ファイルで実装されます。 

 サービス URL を使用してプロシージャーが呼び出されます。 

 URL の一部は、例えば、http://example.com/ のように、固定のものになりま
す。それらは XML ファイルで宣言されます。 

 URL のその他の部分はパラメーター化することができます。つまり、
Worklight プロシージャーに指定されたパラメーター値によって実行時に置換
されるということです。 

 パラメーター化できる URL 部は、以下のとおりです。 

– パス・エレメント 

– 照会ストリング・パラメーター 

– フラグメント 

 

 

 アダプターの拡張オプション (cookie、header、encoding など) については、
IBM Worklight ユーザー文書を参照してください。 

http://example.com/rest/customers?custid=12 

パス・エレメント 

 

照会ストリング 

 

http://example.com/
http://example.com/
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アダプターの作成 – 続き 
JS ファイル: プロシージャーの実装 

 JavaScript ファイルで指定するプロシージャー名は XML ファイルで指定す
るものと同じでなければなりません。 

 必須指定の呼び出しパラメーターは、method、path、および  
returnedContentType です。 

 プロシージャーは実行時にパラメーター化することができます。 

プロシージャー XML ファイル 
 

プロシージャー JavaScript ファイル 
 



© Copyright International Business Machines Corporation 2011, 2014. All rights reserved. 14 

アダプターの作成 – 続き 
JS ファイル: プロシージャーの実装 

 HTTP 要求を呼び出すには、WL.Server.invokeHttp メソッドを使用します。 

 入力パラメーター・オブジェクトを指定します。 

 以下のものを指定する必要があります。 

– HTTP メソッド: GET または POST  

– 返されるコンテンツのタイプ:  
XML、JSON、HTML、または                       

プレーン・テキスト   

– サービス・パス 

– 照会パラメーター (任意指定) 

– 要求本体 (任意指定) 

– 変換タイプ (任意指定) 

 すべての呼び出しオプションを確認するには、IBM Worklight ユーザー文書を参
照してください。 
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アダプターの作成 – 続き 
XSL Transformation  フィルタリング 

 受け取ったデータに XSL Transformation を適用することができます。 

 XSL Transformation は、受け取ったデータのフィルタリングに使用すること
ができます。 

 適用するには、変換オプションをプロシージャー呼び出し入力パラメーター
で指定します。 
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SOAP ベースのサービス要求の作成 

 WL.Server.invokeHttp メソッドを使用して SOAP エンベロープを

作成すると、SOAP エンベロープを直接送信することができます。 

– HTTP アダプターで SOAP ベースのサービスを呼び出すには、SOAP 

XML エンベロープを要求本体内でエンコードする必要があります。 

– JavaScript 内で XML をエンコードする方法は簡単であり、正式には 

JavaScript 1.6 の一部である、E4X を使用します。 

– このテクノロジーを使用して、SOAP エンベロープだけでなく、あら
ゆるタイプの XML ドキュメントをエンコードすることができます。 

 

 SOAP エンベロープに関するエラー・メッセージが発行される場合は、
JavaScript バリデーターを無効にしてください。 

– 「プロジェクト (Project)」>「プロパティー (Properties)」>「ビルダー 

(Builders)」をクリックして、「JavaScript バリデーター (JavaScript 

Validator)」チェック・ボックスをクリアします。 
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SOAP ベースのサービス要求の作成 – 続き 

 JavaScript を使用して SOAP エンベロープを作成します。 
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SOAP ベースのサービス要求の作成 – 続き 

 JavaScript コードおよび変数を SOAP XML に挿入することができます。
それらは実行時に評価されます。 
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サービス要求の呼び出し 
 
  WL.Server.invokeHttp(options) メソッドを使用して SOAP サービ
ス要求を呼び出します。 
 

 options オブジェクトには以下のプロパティーを含める必要があります。 

– method – 通常は POST。 

– returnedContentType – 通常は XML。 

– path – サービス・パス。 

– body: 

• content – ストリングとしての SOAP XML 

• contentType 
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サービス要求の呼び出し – 続き 
 
 フル SOAP ベースのサービス呼び出しプロシージャーの例: 

 
 
SOAP エンベロープ 
 
 
 
 
 
 
オプション 
 
 
 
要求の呼び出し 
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バックエンド・サービスのディスカバリー 
 
 SOAP (または SAP) サービス用の HTTP アダプターを開発している
場合は、「バックエンド・サービスのディスカバリー (Discover 

Back-end Services)」ツールを使用して、指定されている WSDL に
基づいてアダプターをプロシージャーと共に自動生成することによ
り、開発時間を短縮できます。 

 Worklight プロジェクトで                   
「services」フォルダーを右ク                
リックして、「バックエンド・                
サービスのディスカバリー                       
(Discover back-end services)」               
を選択します。 

 サービスのタイプとして 

「SAP」または「SOAP」を                      
選択します。 
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バックエンド・サービスのディスカバリー – 続き 
 
 使用するサービスの場所を追加し、アダプターに追加するサービス
を選択します。 

 追加するサービスごとに、この操作を繰り返します。サービスは同
じアダプターに追加されます。 



© Copyright International Business Machines Corporation 2011, 2014. All rights reserved. 25 

バックエンド・サービスのディスカバリー – 続き 
 
 最終的に、以下のようなアダプターが自動生成されます。 
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演習 
 

 RSSReader という名前の Worklight HTTP アダプターを作成します。 

 http://engadget.com/rss.xml で Engadget RSS フィードに接続します。 

 RSS フィードを取得する getFeeds プロシージャーを宣言して実装します。 

 getFeedsFiltered プロシージャーを宣言して実装します。これは、
getFeeds プロシージャーと同様に機能しますが、title、creator、
pubDate、および link フィールドのみを返します。 

 アダプターをデプロイし、このモジュールの説明に従って Worklight Studio を
使用してプロシージャーをテストします。 

Engadget RSS リーダー 

http://engadget.com/rss.xml
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演習 
解答 

 このトレーニング・モジュールのサンプルは、IBM Worklight 文書 Web サイ
ト (http://www.ibm.com/mobile-docs) の「入門」ページにあります。 

http://www.ibm.com/mobile-docs
http://www.ibm.com/mobile-docs
http://www.ibm.com/mobile-docs
http://www.ibm.com/mobile-docs
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確認テスト 
 
 HTTP アダプターはどのような目的で使用できますか。 

– RESTful サービスとの連携 

– SOAP サービスとの連携 

– GET 要求および POST 要求の発行 

– 上記のものすべて 

 HTTP アダプターはどのような形式のデータを取得して自動的に解析することが
できますか。 

– XML 

– JSON 

– プレーン・テキスト 

– 上記のものすべて 

 HTTP アダプターは非標準の HTTP ポートで使用できますか。 

– HTTP にはポート 80、HTTPS にはポート 443 を使用しなければなりません。 

– HTTP には任意のポートを使用できますが、HTTPS に使用できるのはポート 
443 に限られます。 

– HTTP にはポート 80 を使用する必要がありますが、HTTPS には任意のポート
を使用できます。 

– HTTP と HTTPS の両方に任意のポートを使用できます。 



© Copyright International Business Machines Corporation 2011, 2014. All rights reserved. 30 

確認テスト 
 
 HTTP アダプターはどのような目的で使用できますか。 

– RESTful サービスとの連携 

– SOAP サービスとの連携 

– GET 要求および POST 要求の発行 

– 上記のものすべて 

 HTTP アダプターはどのような形式のデータを取得して自動的に解析すること
ができますか。 

– XML 

– JSON 

– プレーン・テキスト 

– 上記のものすべて 

 HTTP アダプターは非標準の HTTP ポートで使用できますか。 

– HTTP にはポート 80、HTTPS にはポート 443 を使用しなければなりません
。 

– HTTP には任意のポートを使用できますが、HTTPS に使用できるのはポー
ト 443 に限られます。 

– HTTP にはポート 80 を使用する必要がありますが、HTTPS には任意のポー
トを使用できます。 

– HTTP と HTTPS の両方に任意のポートを使用できます。 



© Copyright International Business Machines Corporation 2011, 2014. All rights reserved. 31 

特記事項 
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な製品、サービス、および機能については、日本 IBM の営業担当員にお尋ねください。 本書で IBM 製品、プログ
ラム、またはサービスに言及していても、その IBM 製品、プログラム、または サービスのみが使用可能であること
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ービスの 評価および検証は、お客様の責任で行っていただきます。 
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 このソフトウェア・オファリングは、展開される構成に応じて、(アプリケーション・サーバーが生成する) セッション情
報を収集するセッションごとの Cookie を使用する場合があります。これらの Cookie は個人情報を含まず、セッシ
ョン管理のために要求されるものです。加えて、匿名ユーザーの認識および管理のために持続的な Cookie が無
作為に生成される場合があります。これらの Cookie も個人情報を含まず、要求されるものです。 

 この「ソフトウェア・オファリング」が Cookie およびさまざまなテクノロジーを使用してエンド・ユーザーから個人を特

定できる情報を収集する機能を提供する場合、お客様は、このような情報を収集するにあたって適用される法律、
ガイドライン等を遵守する必要があります。これには、エンドユーザーへの通知や同意の要求も含まれますがそれ
らには限られません。このような目的での Cookie を含む様々なテクノロジーの使用の詳細については、IBM の『
IBM オンラインでのプライバシー・ステートメント』(http://www.ibm.com/privacy/details/jp/ja/) の『クッキー、ウェブ
・ビーコン、その他のテクノロジー』および『IBM Software Products and Software-as-a-Service Privacy 

Statement』(http://www.ibm.com/software/info/product-privacy) を参照してください。 
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サポートおよびコメント 

 IBM Worklight の一連の文書、トレーニング資料、および質問をポストできるオンライン・フォーラムはすべて、次の IBM Web サイトか
らご覧になれます。 

– http://www.ibm.com/mobile-docs 

 サポート 

– ソフトウェア・サブスクリプション & サポート (ソフトウェア・メンテナンスと呼ばれる場合もあります) は、パスポート・アドバン
テージおよびパスポート・アドバンテージ・エクスプレスから購入されたライセンスに含まれています。International Passport 
Advantage Agreement および IBM International Passport Advantage Express Agreement の追加情報については、次のパスポート・ア
ドバンテージ Web サイトを参照してください。 

• http://www.ibm.com/software/passportadvantage 

– ソフトウェア・サブスクリプション & サポートが有効になっている場合、IBM は、インストールおよび使用法 (ハウツー) に関する短
期間の FAQ に対するサポートや、コード関連の質問に対するサポートを提供します。詳しくは、次の IBM ソフトウェア・サポート
・ハンドブックを参照してください。 

• http://www.ibm.com/support/handbook 

 ご意見 

– 本資料に関するご意見をお寄せください。本資料の具体的な誤りや欠落、正確性、編成、題材、または完成度に関するご意見をお寄
せください。 お寄せいただくご意見は、本マニュアルまたは製品の情報、およびその情報の提示方法に関するもののみとしてくださ
い。 

– 製品の技術的な質問および情報、および価格については、担当の IBM 営業所、IBM ビジネス・パートナー、または認定リマーケター
にお問い合わせください。 

– IBM は、お客様が提供するいかなる情報も、お客様に対してなんら義務も負うことのない、自ら適切と信ずる方法で、使用もしくは
配布することができるものとします。IBM またはいかなる組織も、お客様から提示された問題についてご連絡を差し上げる場合にの
み、お客様が提供する個人情報を使用するものとします。 

– どうぞよろしくお願いいたします。 

– 次の IBM Worklight Developer Edition サポート・コミュニティーにご意見をお寄せください。 

• https://www.ibm.com/developerworks/mobile/worklight/connect.html 

– IBM からの回答を希望される場合は、以下の情報をご連絡ください。 

• 氏名 

• 住所 

• 企業または組織 

• 電話番号 

• E メール・アドレス 
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ありがとうございました 
 


